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所
内
で
開
く
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
当
所
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
は
？

最
新
情
報

Ｈ
Ｐ
で
確
認
を

ホームページ

「
コ
ロ
ナ
禍
で
就
活
に
出
遅
れ
た
。
友
人
の

多
く
は
既
に
企
業
に
内
定
し
就
活
を
終
え
て
い

る
。
私
も
早
く
決
め
た
い
が
心
ば
か
り
焦
っ
て

…
」
―
。
毎
年
こ
の
時
期
、
相
談
窓
口
で
よ
く

聞
く
言
葉
だ
が
、
心
配
は
無
用
だ
。
人
手
不
足

が
続
く
中
小
企
業
で
は
優
秀
な
人
材
を
確
保
し

よ
う
と
今
で
も
採
用
活
動
を
活
発
に
進
め
て
い

る
。
ぜ
ひ
、
諦
め
ず
就
活
を
続
け
て
欲
し
い
。

そ
こ
で
大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
Ｈ

Ｗ
）
は
11
月
８
日
か
ら
４
日
連
続
で
「
目
指
せ
！

年
内
内
定
『
企
業
説
明
付
き
』
就
職
面
接
会
」

を
所
内
で
開
く
。
当
日
は
ゴ
ム
や
ポ
ン
プ
、
食

品
な
ど
の
製
造
業
を
は
じ
め
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
土
地
建

物
、
病
院
な
ど
26
社
が
参
加
す
る
。
職
種
は
事

務
や
営
業
、
経
営
企
画
や
生
産
技
術
な
ど
多
彩

だ
＝
写
真
は
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
確
認
す
る
就
活

生
。
当
日
は
応
募
の
前
に
採
用
担
当
者
か
ら
仕

事
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
る
。
そ
の
後
、

個
別
ま
た
は
複
数
で
の
面
接
と
な
る
。
当
日
は

１
部
が
午
後
１
時
、
２
部
が
午
後
３
時
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
ス
タ
ー
ト
。
履
歴
書
と
Ｈ
Ｗ
紹
介
状
、

参
加
予
約
が
必
要
だ
。

こ
の
ほ
か
、
当
所
で
は
今
後
も
就
活
生
向
け

の
支
援
イ
ベ
ン
ト
を
次
々
と
実
施
す
る
。
２
０

２
３
年
２
月
上
旬
に
は
４
月
採
用
を
考
え
て
い

る
企
業
の
説
明
付
き
就
職
面
接
会
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
合
わ
せ
同
月
下
旬
か
ら
３
月

上
旬
ま
で
を
「
自
分
ら
し
い
就
活
、
自
分
ら
し

い
働
き
方
を
探
す
フ
ェ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ

ナ
ー
や
ワ
ー
ク
を
集
中
的
に
開
き
、
働
く
と
は

何
か
を
就
活
生
と
と
も
に
探
る
。
そ
し
て
３
月

９
日
、
10
日
は
「
世
界
一
・
日
本
一
合
同
企
業

説
明
会
」
。
独
自
の
高
い
技
術
力
を
誇
り
世
界

市
場
を
席
巻
す
る
大
阪
の
企
業
が
集
結
す
る
。

当
所
で
は
引
き
続
き
、
就
活
生
と
企
業
の
マ
ッ

チ
ン
グ
が
進
む
よ
う
支
援
を
強
化
し
て
い
く
。

大学４年の時、製薬会社と食品商社に内定し

ました。しかし、女性でも長く働きやすい環境

が整っていることや大学

時代に部活動でマネジャー

をしていたこともあり、

民間企業で利益を追い求

めるよりも、純粋な気持

ちで人の役に立ちたい理

由で公務員になりたいと

思い内定を辞退しました。

周りが社会人になる中、

今年４月から試験勉強や

面接対策を始めました。

内定を辞退してまで公務員になる覚悟を決めた

ので、試験には全力で向き合いました。大阪新

卒応援ハローワークでは、なぜ公務員なのか、

なぜ民間企業を辞退してまで公務員になりたい

のか―など面接で聞かれそうな質問の答えをジョ

ブサポータ―（ＪＳ）に相談しました。担当の

ＪＳは相談する度に励ましてくださり、心強く

感じました。受験した地方自治体の中には、ほ

とんど訪れたことがないところも幾つかありま

した。そこで私は町の魅力や市政の課題を自分

の目で確かめるため、レンタサイクルで市内を

回りました。再開発エリアや駅前の老朽化した

ビル、山際の住宅地などを訪れ、町の雰囲気を

掴みました。合格するための努力は惜しみませ

んでした。その結果、４つの市役所に内定しま

した。今後は地方公務員として住民のために力

を尽くします。

◆当所の個別支援制で意中の仕事を得た既卒

の女性＝写真＝が就活を振り返った。

おすすめ企業2社紹介

大学で出張相談開始

セミナーで本番に備え

施設紹介（動画）

11
月
８
日
―
11
日

就
職
面
接
会

早期内定へ面接会などイベント多彩

町の魅力と課題、自らの足で確かめる 個別支援で内定

大
阪
新
卒
応
援
Ｈ
Ｗ

４月入社目標、企業説明付き就職面接会 2023年2月

「自分らしい働き方を探すフェア」 同2・3月

「世界一・日本一合同企業説明会」 同3月
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大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー

（
Ｊ
Ｓ
）
が
直
接
、
企
業
に
出
向
き
「
Ｄ
ａ
ｉ
ｌ
ｙ
企
業
説

明
会
」
へ
の
参
加
を
Ｐ
Ｒ
す
る
訪
問
活
動
を
続
け
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
現
在
も
積
極
的
に
採
用
活
動
を
続
け
て

い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
製
造
業
の
２
社
の
採
用
担
当
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
試
み
、
社
員
の
仕
事
に
か
け
る
熱
い
思
い
や
企
業
が
求
め

る
人
物
像
、
新
入
社
員
研
修
や
福
利
厚
生
な
ど
に
つ
い
て
語
っ

て
も
ら
っ
た
。

論理的思考と好奇心、ＩＣＴで顧客の課題を解決

「ＩＣＴに興味があり、お客様の課題を一緒に

解決したい。そんな覚悟があれば文系、未経験の

方でも、ぜひ挑戦して欲しい。入社後、約半年間

の手厚い

研修体制

でサポー

トする」。

ユニバー

サルコン

ピューター

（本社・

大阪市）

の採用担当者は期待を込

めてこう語った＝写真㊤

は同社が入る中央区のＴ

ＷＩＮ２１ ＭＩＤタワー

ビル。㊨は今福太一社長。

同社は1974年に設立さ

れ、売上高は60億６千万

円（2021年度実績）。顧

客のＩＣＴ戦略のパート

ナーとして製造や物流、

金融、サービス業を支えてきた。システム開発で

は、制御系、オープン系、汎用機系、Ｗｅｂ系を

技術の柱にネットワーク系、サーバー系から配線

工事、回線調達までトータルでサービスを提供し

ている。

毎年、約半数は文系出身者を採用している。実

は採用担当者も文系出身の元エンジニアである。

「初めて配属されたのが制御系だった。そこでモ

ノが正常に、当たり前に動くことに面白さと難し

さを実感した」と採用担当者。文系出身で未経験

だったからこそ、課題解決の喜びと難しさが経験

できたという。

例えば食品倉庫の自動化システムの構築である。

「準備万端でテストに臨んだところ、これが動か

ない。原因は何か、プログラムのどこに不備が…。

納期が迫る中、皆が汗水たらしながら修正作業に

取り組んだ」。そこで知ったのは機械とソフトが

きっちりと連携しないと動かないという事実であ

る。

「何を当たり前のことを、と思うだろう。しか

し、一見、正常に作動しているように見えてもそ

の動きではダメだということもある。ソフトは正

常に動いているか、ハードと連携は取れているか。

見た目だけでなく正確に実証する。そんな泥臭く

地道な仕事こそ、ＩＣＴの現場である」

新卒はまずテストの手伝いから始まることが多

い。理由はテストこそシステムを知る基本だから

である。「仕様に沿って作られているか。テスト

はその最終チェック。そこで不具合が出たら、な

ぜ仕様書とは違う動きをするのか原因を探す。理

由が分かれば次はプログラムをどのように直せば

よいか、それを自分の頭で考え抜く。この過程が

何よりも大切だ」。何が問題かを突き詰め、どう

改善するか。自ら考え抜き、順序立てて解決する。

その手段がＩＣＴなのである。

だからこそ求められる人物像は物事を論理的に

考えられ、好奇心が旺盛、そして何よりもＩＣＴ

が好きな方である。

「ＩＣＴエンジニアは様々な話を聞いたり、質

問したりして一人前になる。人間関係をいかに円

滑に築けるか。これがカギだ」。そのため、コミュ

ニケーション能力もとても重要で若手には日頃か

ら報告・連絡・相談を密にせよと伝えている。

社風は真面目で細かいところまで目が届く社員

が多いという。迅速さと正確性が求められる職場

だからだろう。「私も現場ではしんどく、苦しい

思いをした。しかし、仕事はできるようになれば

必ず楽しくなる。だから若手には一人で悩みを抱

え込まず、焦らないで、と」。

支えてくれる先輩が皆さんを待っている。

大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
Ｈ
Ｗ
）
は
毎
年

９
月
か
ら
府
内
の
大
学
や
短
大
に
出
向
い
て
学
生
の

職
業
相
談
を
受
け
る
恒
常
的
出
張
相
談
会
を
実
施
し

て
い
る
＝
写
真
は
相
談
風
景
。
学
内
の
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
で
定
期
的
に
専
用
ブ
ー
ス
を
設
け
、
学
生
の

希
望
を
聞
き
な
が
ら
会
社
選
び
か
ら
企
業
情
報
の
提

供
や
解
説
、
応
募
ま
で
を
担
当
の
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー

（
Ｊ
Ｓ
）
が
一
貫
し
て
実
施
し
て
い
る
。
大
阪
市
北

区
の
当
所
ま
で
遠
く
頻
繁
に
来
所
で
き
な
い
方
、
授

業
や
卒
論
作
成
な
ど
の
合
間
に
就
職
活
動
を
続
け
た

い
方
に
お
勧
め
で
き
る
相
談
会
で
あ
る
。
新
規
登
録

も
そ
の
場
で
で
き
る
た
め
、
初
め
て
Ｈ
Ｗ
を
利
用
さ

れ
る
方
も
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
欲
し
い
。

各
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
今
年

度
は
昨
年
度
に
比
べ
、
後
期
授
業
が
始
ま
る
同
時
期

で
内
定
率
が
５
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
上
が
っ
て
い
る
。
そ

れ
で
も
コ
ロ
ナ
禍
前

の
状
態
に
は
回
復
し

て
お
ら
ず
、
学
内
で

未
内
定
者
向
け
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
、
卒

業
年
次
の
学
生
に
対

し
進
路
が
決
定
す
る

ま
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
る
。
そ
こ
で
就
職

活
動
の
視
野
を
広
げ

る
手
段
の
一
つ
と
し

て
国
の
機
関
で
あ
る

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
利
用
を
勧
め
て
い
る
。

昨
年
度
は
恒
常
的
出
張
相
談
会
を
通
じ
て
48
人
が

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
で
内
定
し
た
。
出
張
相
談
は

来
年
３
月
ま
で
実
施
す
る
予
定
。
相
談
日
は
各
大
学

に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
対
象
校
の
学
生
で
相
談
を

希
望
す
る
方
は
各
校
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
問
い

合
わ
せ
を
し
て
予
約
を
し
て
欲
し
い
。

今
年
も
出
張
相
談
、
お
気
軽
に
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大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー

（
Ｊ
Ｓ
）
が
直
接
、
企
業
に
出
向
き
「
Ｄ
ａ
ｉ
ｌ
ｙ
企
業
説

明
会
」
へ
の
参
加
を
Ｐ
Ｒ
す
る
訪
問
活
動
を
続
け
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
現
在
も
積
極
的
に
採
用
活
動
を
続
け
て

い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
製
造
業
の
２
社
の
採
用
担
当
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
試
み
、
社
員
の
仕
事
に
か
け
る
熱
い
思
い
や
企
業
が
求
め

る
人
物
像
、
新
入
社
員
研
修
や
福
利
厚
生
な
ど
に
つ
い
て
語
っ

て
も
ら
っ
た
。
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阪
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卒
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ー
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Ｈ
Ｗ
）
は
毎
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内
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や
短
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に
出
向
い
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生
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職
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相
談
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受
け
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恒
常
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出
張
相
談
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実
施
し
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＝
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真
は
相
談
風
景
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ア
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ー
タ
ー

（
Ｊ
Ｓ
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「何事にも一生懸命に取り組み、素直に物事に向き

合える方、チャレンジ精神旺盛で仕事と遊びにメリハ

リを付けて取り組める方を求めている。技術に関して

は未経験でも大丈夫。研修を通じ先輩の技術者がしっ

かりと寄り添いサポートする。ぜひ会社説明会で若手

育成に力を入れている社風を実感して欲しい」。合同

製鐵大阪製造所＝写真＝の採用担当者は求職者にこう

呼びかけた。

同社は1937（昭

和12）年に創業、

日本製鉄グループ

における電炉の中

核を担う存在とし

て社会インフラを

支える鉄鋼製品を

幅広く提供してきた。合同製鐵最大の生産量を誇る大

阪製造所は線材や形鋼を生産しており、特に軟鋼線材

においては業界トップクラスの位置を占め、針金や釘、

フェンスなどに使われている。Ｈ形鋼は橋梁や鉄骨住

宅など主に建築分野で使用されている。

同社の高い生産技術力を支えているのが技能研修で

ある。特に新入社員は必要な技能と資格を集合研修で

習得する。「溶接からクレーンの操作、規律やマナー

に至るまで３か月間、仕事の基本をみっちりと習得し

てもらう。現場に精通した社員が技術と仕事の流儀を

伝えている。新入社員の主な仕事は製鋼や圧延工場で

のオペレーション、製造所の電気設備や機械設備の保

全、最終製品の形状や規格、強度をチェックする品質

管理、鉄スクラップ原料の検収作業などがあり、現場

で一つずつ経験を積んで成長していってもらう」。採

用担当者からは新入社員教育に対する自信がうかがえ

た。

とりわけ技術職では近年、若手の女性を採用し、育

成に当たっている。例えば今年４月入社の女性社員だ。

文系学部出身だが「モノづくりの現場で手に職をつけ

たい」とハローワーク求人に応募し採用された。研修

では積極的にメモを取り、先輩社員に対し素直に教え

を乞うた＝写真は溶接の技術を学ぶ研修。希望部署は

電気保全。そこで彼女は『配属されるにはどうすれば

良いか』と報告書で毎日、憧れの仕事に対する熱意を

アピールした。当初、受け入れ先の職場も戸惑いはあっ

たが、本人のやる気と仕事への思いがベテラン技術者

の心を掴み、周囲を動かした。

「電気班は修理依頼があれば各工場や職場を回り、

電気系統のメンテナンスを担当する。今は先輩に付き、

一歩ずつ知識と経験を重ねて頑張っている」と採用担

当者。「品質管理部門や製造部門でも同じように技術

職の女性社員が活躍している。会社としては今後も女

性社員が働きやすい職場環境を整えていく。これは企

業が今後、生き残る上でますます重要になる」と力を

込める。

そんな社員が働きやすい環境づくりは福利厚生面に

も表れている。近隣には独身寮（食堂あり）と社宅を

完備。通信教育費や食事代の補助、結婚出産祝い金の

ほか結婚、出産、子育て、介護などの各ライフステー

ジに応じた社員を支える同社独自の福利厚生制度を備

えている。また、部活動は野球やバドミントン、フッ

トサルが盛んで、製造所内には気軽に使えるトレーニ

ングルームもある。

「福利厚生を充実させたのは社員に定年まで長く働

いてもらいたいとの思いがあるからだ」と採用担当者。

社員皆が協力しながら若手を教え育てる。社風の基本

である人づくりが職場に息づいている。

女性の技術者も活躍。若手に寄り添いしっかりサポート

合同製鐵株式会社大阪製造所

医
療
機
器
を
扱
う
会

社
の
事
務
職
に
内
定
し

た
方
は
就
活
が
上
手
く

い
か
ず
不
安
な
日
々
を

送
っ
て
い
た
が
「
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
、

色
ん
な
こ
と
を
相
談
し

た
り
、
書
類
を
添
削
し

て
頂
い
た
り
と
、
努
力

を
積
み
重
ね
、
就
職
活

動
に
対
し
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
い
っ
た
こ
と

で
自
分
に
自
信
が
つ
い

て
い
き
ま
し
た
」
▼
職

種
の
幅
を
広
げ
る
た
め

製
造
業
を
受
け
、
技
術

職
に
内
定
し
た
方
は

「
沢
山
の
職
種
を
見
る

こ
と
で
何
が
し
た
い
の

か
わ
か
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
適
度
に
休
憩
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
で
す
」
と
激
励
。

◆
◆

当
所
を
利
用
し
内
定

し
た
就
活
生
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
紹
介
す
る
＝

写
真
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー

ド
＝
。

「面接で不採用が続き、気持ちが萎えてしまっ

た。親や友人にも相談できず、どうすれば…」。

この時期、相談窓口で聞く言葉である。そんな

時は臨床心理士によ

るカウンセリングを

受けてみてはどうか

＝写真はＰＲチラシ。

カウンセリングは予

約制。11月は17日

（木）、25日（金）。12月は１日（木）、８日

（木）、15日（木）、23日（金）のいずれも午

後１時半から４時半。相談時間は１回60分。予

約は相談窓口か電話06（7709）9455へ。

疲れた時は臨床心理士に相談を
頑
張
る
あ
な
た
に
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
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ジに応じた社員を支える同社独自の福利厚生制度を備

えている。また、部活動は野球やバドミントン、フッ

トサルが盛んで、製造所内には気軽に使えるトレーニ

ングルームもある。

「福利厚生を充実させたのは社員に定年まで長く働

いてもらいたいとの思いがあるからだ」と採用担当者。

社員皆が協力しながら若手を教え育てる。社風の基本

である人づくりが職場に息づいている。

女性の技術者も活躍。若手に寄り添いしっかりサポート

合同製鐵株式会社大阪製造所

医
療
機
器
を
扱
う
会

社
の
事
務
職
に
内
定
し

た
方
は
就
活
が
上
手
く

い
か
ず
不
安
な
日
々
を

送
っ
て
い
た
が
「
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
、

色
ん
な
こ
と
を
相
談
し

た
り
、
書
類
を
添
削
し

て
頂
い
た
り
と
、
努
力

を
積
み
重
ね
、
就
職
活

動
に
対
し
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
い
っ
た
こ
と

で
自
分
に
自
信
が
つ
い

て
い
き
ま
し
た
」
▼
職

種
の
幅
を
広
げ
る
た
め

製
造
業
を
受
け
、
技
術

職
に
内
定
し
た
方
は

「
沢
山
の
職
種
を
見
る

こ
と
で
何
が
し
た
い
の

か
わ
か
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
適
度
に
休
憩
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
で
す
」
と
激
励
。

◆
◆

当
所
を
利
用
し
内
定

し
た
就
活
生
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
紹
介
す
る
＝

写
真
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー

ド
＝
。

「面接で不採用が続き、気持ちが萎えてしまっ

た。親や友人にも相談できず、どうすれば…」。

この時期、相談窓口で聞く言葉である。そんな

時は臨床心理士によ

るカウンセリングを

受けてみてはどうか

＝写真はＰＲチラシ。

カウンセリングは予

約制。11月は17日

（木）、25日（金）。12月は１日（木）、８日

（木）、15日（木）、23日（金）のいずれも午

後１時半から４時半。相談時間は１回60分。予

約は相談窓口か電話06（7709）9455へ。

疲れた時は臨床心理士に相談を
頑
張
る
あ
な
た
に
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
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10
月
に
入
っ
て
多
く
の
企
業
で
来
春
に
入
社
予
定
の
学
生
ら
の

『
内
定
式
』
が
開
催
さ
れ
、
各
メ
デ
ィ
ア
で
も
報
道
が
さ
れ
ま
し

た
。
過
去
２
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が

多
か
っ
た
で
す
が
、
今
年
は
多
く
の
企
業
が
対
面
で
の
開
催
で
し

た
。
若
手
社
員
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
各
企
業
は
対
面
開
催
に
よ

り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
内
定
辞
退
者
や

早
朝
離
職
者
を
減
ら
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
企
業

で
は
学
生
が
ア
バ
タ
ー
で
参
加
す
る
メ
タ
バ
ー
ス
内
定
式
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
報
道
や
周
り
の
学
生
の
内
定
状
況
を
聞

い
て
焦
る
就
活
生
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
10
月

か
ら
で
も
内
定
を
得
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
す
。
ち
な
み
に
昨
年

度
、
大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
支
援
を
活
用
し
て
内
定
を

得
た
学
生
の
う
ち
約
48
％
は
10
月
か
ら
３
月
の
時
期
で
す
。

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
も
内
定
を
掴
む
チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
ま
す
。

そ
の
理
由
は
…
。

・
内
定
辞
退
な
ど
に
よ
り
採
用
計
画
数
を
確
保
出
来
て
い
な
い

企
業
（
大
企
業
含
め
）
が
あ
り
、
企
業
も
熱
心
な
採
用
活
動
を
行

う
。・

早
朝
内
定
者
が
就
活
を
終
え
る
こ
と
に
よ
り
、
10
月
以
降
は

就
活
生
の
数
が
減
り
企
業
と
出
合
う
機
会
が
増
え
る
―
な
ど
。

し
か
し
な
が
ら
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
す
れ
ば
よ
い

か
迷
う
就
活
生
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
こ
そ
多
く
の
就
活
生
を
支
援
し
て
き
た
「
大
阪
新
卒
応
援
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

日
々
実
施
し
て
い
る
ジ
ョ
ブ
サ

ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
相
談
や
実
践
的
な
セ
ミ
ナ
ー
、
い
つ
で
も
企
業
の
採
用

担
当
者
に
会
え
る
デ
イ
リ
ー
企
業
説
明
会
に
加
え
、
来
春
に
か
け
て
就
活

生
を
支
援
す
る
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
用
意
し
て
お
り
、
例
え
ば
「
年

内
内
定
や
４
月
入
社
を
め
ざ
す
面
接
会
」
や
「
自
分
ら
し
い
就
活
を
考
え

る
セ
ミ
ナ
ー
」
「
世
界
一
・
日
本
一
の
技
術
や
業
界
シ
ェ
ア
を
持
つ
企
業

を
集
め
た
企
業
説
明
会
」
な
ど
様
々
な
内
容
で
開
催
し
ま
す
‼
（
大
阪
新

卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
い
ち
早
く
得
る
た
め
に
ラ
イ

ン
登
録
も
ぜ
ひ
、
お
願
い
し
ま
す
（
１
面
に
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
あ
り
）
。

最
後
に
唐
突
で
は
あ
り
ま
す
が
…
、
先
日
鑑
賞
し
た
映
画
（
水
墨
画
を

題
材
に
し
た
邦
画
）
の
セ
リ
フ
で
心
に
響
い
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
の
で

こ
こ
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

『
出
来
る
か
出
来
な
い
か
で
は
な
く
、
や
る
か
や
ら
な
い
か
』

皆
様
は
可
能
性
に
満
ち
て
い
ま
す
。
就
活
と
向
き
合
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
あ
な
た
を
大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
い
つ
で
も
支
援
し
ま
す
。

（
大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
）

「やるかやらないか」挑戦する就活生を支援

「自分にはどんな仕事が向いているのか」

「やりたい仕事は何か」。就職活動では多

くの求職者がこんな悩みを抱え、相談窓口を

訪れる。利用される方の多くは仕事の経験も

少なく、こう思われるのも当然だろう。そこ

でお勧めするのが当所のセミナー「適職診断

ワーク」である。ワークでは職業レディネス・

テスト＝写真＝を使い、皆さんに適した職業は何かを分析する。レディ

ネスとは「準備度」を意味する。テストでは６つの領域に関する職業

興味と職務遂行の自信度、そして３つの基礎的志向性が評価される。

それぞれの領域に関する質問に対し、やりたいかどうか（職業興味）、

うまくやる自信があるかどうか（職務遂行の自信度）を回答していく。

その後、ワークシートを使って自分のプロフィールを作成し、合致し

た職業についてジョブサポーターと検討する。参加者から「思った通

りの結果だった」「自ら興味のある傾向が可視化でき、自信がついた」

「職種の検討に役立った」との声が寄せられている。

書
類
選
考
や
面
接
（
１
次
、
２
次
以
降
、
最
終
）

で
採
用
担
当
者
は
就
活
生
の
ど
こ
を
見
て
い
る
の
か
。

面
接
官
の
質
問
の
意
図
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
「
採

用
担
当
者
の
『
視
点
』
を
知
る
講
座
」
で
は
就
活
生

が
面
接
官
の
視
点
と
は
何
か
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
と
座

学
を
通
じ
知
っ
て
も
ら
う
目
的
で
実
施
し
て
い
る
。

面
接
官
役
を
体
験
す
る
こ
と
で
自
ら
を
客
観
的
に
見

直
し
、
本
番
の
面
接
に
生
か
し
て
欲
し
い
。

９
月
の
講
座
に
は
６
人
が
参
加
し
た
。
応
募
者
役

が
話
す
自
己
Ｐ
Ｒ
を
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
基
づ
き
面

接
官
の
視
点
か
ら
評
価
し
た
。
ど
こ
を
改
善
す
れ
ば

次
の
面
接
に
進
め
る
か
、
ど
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
立

ち
居
振
る
舞
い
が
良
か
っ
た
か
、
そ
れ
ぞ
れ
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
参
加
者
は
人
事
担
当
者
の
目

線
と
は
何
か
を
理
解
で
き
た
。
一
方
、
応
募
者
役
も

新
た
な
気
付
き
が
あ
っ
た
と
い
う
。

と
り
わ
け
面
接
選
考
で
就
活
生
は
ど
う
効
果
的
に

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、
ど
う
答
え
れ
ば

印
象
に
残
る
か
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
面
に
集
中
し
た
り
し

が
ち
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
度
立
ち
止
ま
り
「
な
ぜ
、

面
接
官
は
こ
の
よ
う
な
質
問
を
投
げ
か
け
る
の
か
」

を
考
え
て
欲
し
い
。
質
問
者
の
意
図
を
知
り
、
的
確

に
答
え
る
こ
と
は
多
く
の
人
と
信
頼
関
係
を
築
く
上

で
必
要
な
ス
キ
ル
で
あ
る
。
講
座
へ
の
参
加
で
「
視

点
」
の
大
切
さ
を
知
っ
て
欲
し
い
。

採
用
担
当
者
の
「
視
点
」
と
は
何
か
。
そ
れ
は

「
こ
の
学
生
と
一
緒
に
働
き
た
い
か
ど
う
か
」
「
こ

の
会
社
で
活
躍
で
き
る
人
材
か
」
で
あ
る
。

採用担当者の「視点」とは

適職診断ワーク

印象アップ講座では就活生が電話での話し方とお辞儀などの立ち居

振る舞いを練習し、正しい言葉遣いやマナーを習得する。電話応対編

では就活生が２人一組となり「企業から面接の連絡があった」「面接

日時の変更をお願いする」な

どの場面を想定しながら、実

際に声を出してやり取りする。

一方、入退室の練習では、お

辞儀や立ち姿をビデオ撮影す

る＝写真。頭だけが下がって

いないかなどをチェックした。

参加者は「これまで指摘され

ていた点がビデオで見ると一

目瞭然。ぜひ改善したい」。

入退室、ビデオ撮影

本番に備えぜひ活用を セミナー紹介
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10
月
に
入
っ
て
多
く
の
企
業
で
来
春
に
入
社
予
定
の
学
生
ら
の

『
内
定
式
』
が
開
催
さ
れ
、
各
メ
デ
ィ
ア
で
も
報
道
が
さ
れ
ま
し

た
。
過
去
２
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が

多
か
っ
た
で
す
が
、
今
年
は
多
く
の
企
業
が
対
面
で
の
開
催
で
し

た
。
若
手
社
員
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
各
企
業
は
対
面
開
催
に
よ

り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
内
定
辞
退
者
や

早
朝
離
職
者
を
減
ら
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
企
業

で
は
学
生
が
ア
バ
タ
ー
で
参
加
す
る
メ
タ
バ
ー
ス
内
定
式
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
報
道
や
周
り
の
学
生
の
内
定
状
況
を
聞

い
て
焦
る
就
活
生
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
10
月

か
ら
で
も
内
定
を
得
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
す
。
ち
な
み
に
昨
年

度
、
大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
支
援
を
活
用
し
て
内
定
を

得
た
学
生
の
う
ち
約
48
％
は
10
月
か
ら
３
月
の
時
期
で
す
。

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
も
内
定
を
掴
む
チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
ま
す
。

そ
の
理
由
は
…
。

・
内
定
辞
退
な
ど
に
よ
り
採
用
計
画
数
を
確
保
出
来
て
い
な
い

企
業
（
大
企
業
含
め
）
が
あ
り
、
企
業
も
熱
心
な
採
用
活
動
を
行

う
。・

早
朝
内
定
者
が
就
活
を
終
え
る
こ
と
に
よ
り
、
10
月
以
降
は

就
活
生
の
数
が
減
り
企
業
と
出
合
う
機
会
が
増
え
る
―
な
ど
。

し
か
し
な
が
ら
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
す
れ
ば
よ
い

か
迷
う
就
活
生
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
こ
そ
多
く
の
就
活
生
を
支
援
し
て
き
た
「
大
阪
新
卒
応
援
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

日
々
実
施
し
て
い
る
ジ
ョ
ブ
サ

ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
相
談
や
実
践
的
な
セ
ミ
ナ
ー
、
い
つ
で
も
企
業
の
採
用

担
当
者
に
会
え
る
デ
イ
リ
ー
企
業
説
明
会
に
加
え
、
来
春
に
か
け
て
就
活

生
を
支
援
す
る
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
用
意
し
て
お
り
、
例
え
ば
「
年

内
内
定
や
４
月
入
社
を
め
ざ
す
面
接
会
」
や
「
自
分
ら
し
い
就
活
を
考
え

る
セ
ミ
ナ
ー
」
「
世
界
一
・
日
本
一
の
技
術
や
業
界
シ
ェ
ア
を
持
つ
企
業

を
集
め
た
企
業
説
明
会
」
な
ど
様
々
な
内
容
で
開
催
し
ま
す
‼
（
大
阪
新

卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
い
ち
早
く
得
る
た
め
に
ラ
イ

ン
登
録
も
ぜ
ひ
、
お
願
い
し
ま
す
（
１
面
に
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
あ
り
）
。

最
後
に
唐
突
で
は
あ
り
ま
す
が
…
、
先
日
鑑
賞
し
た
映
画
（
水
墨
画
を

題
材
に
し
た
邦
画
）
の
セ
リ
フ
で
心
に
響
い
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
の
で

こ
こ
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

『
出
来
る
か
出
来
な
い
か
で
は
な
く
、
や
る
か
や
ら
な
い
か
』

皆
様
は
可
能
性
に
満
ち
て
い
ま
す
。
就
活
と
向
き
合
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
あ
な
た
を
大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
い
つ
で
も
支
援
し
ま
す
。

（
大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
）

「やるかやらないか」挑戦する就活生を支援

「自分にはどんな仕事が向いているのか」

「やりたい仕事は何か」。就職活動では多

くの求職者がこんな悩みを抱え、相談窓口を

訪れる。利用される方の多くは仕事の経験も

少なく、こう思われるのも当然だろう。そこ

でお勧めするのが当所のセミナー「適職診断

ワーク」である。ワークでは職業レディネス・

テスト＝写真＝を使い、皆さんに適した職業は何かを分析する。レディ

ネスとは「準備度」を意味する。テストでは６つの領域に関する職業

興味と職務遂行の自信度、そして３つの基礎的志向性が評価される。

それぞれの領域に関する質問に対し、やりたいかどうか（職業興味）、

うまくやる自信があるかどうか（職務遂行の自信度）を回答していく。

その後、ワークシートを使って自分のプロフィールを作成し、合致し

た職業についてジョブサポーターと検討する。参加者から「思った通

りの結果だった」「自ら興味のある傾向が可視化でき、自信がついた」

「職種の検討に役立った」との声が寄せられている。

書
類
選
考
や
面
接
（
１
次
、
２
次
以
降
、
最
終
）

で
採
用
担
当
者
は
就
活
生
の
ど
こ
を
見
て
い
る
の
か
。

面
接
官
の
質
問
の
意
図
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
「
採

用
担
当
者
の
『
視
点
』
を
知
る
講
座
」
で
は
就
活
生

が
面
接
官
の
視
点
と
は
何
か
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
と
座

学
を
通
じ
知
っ
て
も
ら
う
目
的
で
実
施
し
て
い
る
。

面
接
官
役
を
体
験
す
る
こ
と
で
自
ら
を
客
観
的
に
見

直
し
、
本
番
の
面
接
に
生
か
し
て
欲
し
い
。

９
月
の
講
座
に
は
６
人
が
参
加
し
た
。
応
募
者
役

が
話
す
自
己
Ｐ
Ｒ
を
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
基
づ
き
面

接
官
の
視
点
か
ら
評
価
し
た
。
ど
こ
を
改
善
す
れ
ば

次
の
面
接
に
進
め
る
か
、
ど
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
立

ち
居
振
る
舞
い
が
良
か
っ
た
か
、
そ
れ
ぞ
れ
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
参
加
者
は
人
事
担
当
者
の
目

線
と
は
何
か
を
理
解
で
き
た
。
一
方
、
応
募
者
役
も

新
た
な
気
付
き
が
あ
っ
た
と
い
う
。

と
り
わ
け
面
接
選
考
で
就
活
生
は
ど
う
効
果
的
に

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、
ど
う
答
え
れ
ば

印
象
に
残
る
か
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
面
に
集
中
し
た
り
し

が
ち
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
度
立
ち
止
ま
り
「
な
ぜ
、

面
接
官
は
こ
の
よ
う
な
質
問
を
投
げ
か
け
る
の
か
」

を
考
え
て
欲
し
い
。
質
問
者
の
意
図
を
知
り
、
的
確

に
答
え
る
こ
と
は
多
く
の
人
と
信
頼
関
係
を
築
く
上

で
必
要
な
ス
キ
ル
で
あ
る
。
講
座
へ
の
参
加
で
「
視

点
」
の
大
切
さ
を
知
っ
て
欲
し
い
。

採
用
担
当
者
の
「
視
点
」
と
は
何
か
。
そ
れ
は

「
こ
の
学
生
と
一
緒
に
働
き
た
い
か
ど
う
か
」
「
こ

の
会
社
で
活
躍
で
き
る
人
材
か
」
で
あ
る
。

採用担当者の「視点」とは

適職診断ワーク

印象アップ講座では就活生が電話での話し方とお辞儀などの立ち居

振る舞いを練習し、正しい言葉遣いやマナーを習得する。電話応対編

では就活生が２人一組となり「企業から面接の連絡があった」「面接

日時の変更をお願いする」な

どの場面を想定しながら、実

際に声を出してやり取りする。

一方、入退室の練習では、お

辞儀や立ち姿をビデオ撮影す

る＝写真。頭だけが下がって

いないかなどをチェックした。

参加者は「これまで指摘され

ていた点がビデオで見ると一

目瞭然。ぜひ改善したい」。

入退室、ビデオ撮影

本番に備えぜひ活用を セミナー紹介


